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平成２１年度病害虫発生予報第４号

平成２１年７月１日
愛 知 県

１ 普通作物
いもち病については、６月下旬の巡回調査で本田での葉いもちの発生を確認していま

すが、６月１～３０日の間、ＢＬＡＳＴＡＭによる葉いもち感染好適日の出現は少ない
状況です。しかし、今後の気象状況に注意し、発生を確認したら適切に防除しましょう。
各地の感染好適日など詳しくは、「いもち病（葉いもち）情報第２号」を参照してくだ
さい。
セジロウンカは、巡回調査により県内各地の本田で生息が確認されています。トビイ

ロウンカの飛来および発生は現在のところ確認されていません。飛来状況等は「ウンカ
情報第１号」を参照してください。
斑点米の原因となるアカスジカスミカメなどのカメムシ類が、畦畔において平年より

多く確認されています。日頃から畦畔や土手などの除草を行い、カメムシ類の生息密度
を下げ、出穂期以降の水田への侵入を少なくするように努めましょう。詳しくは「斑点
米カメムシ情報第１号」を参考にしてください。
フタオビコヤガ（イネアオムシ）は、やや多い発生となっています。昨年被害が多か

ったほ場では特に注意しましょう。防除薬剤等詳細は「フタオビコヤガ（イネアオム
シ）情報第１号」を参考にしてください。

２ 果樹
ナシ黒星病の発生が多いほ場が見られます。６月下旬時点での果実の発病は多くはあ

りませんでしたが、今後の発生動向に注意しましょう。
カキ、ナシのうどんこ病の発生がやや多くなっています。今後増加する時期ですので、

早めの防除を心がけましょう。
ブドウべと病は連続した降雨があると急激にまん延する場合がありますので、注意し

ましょう。また、ブドウ晩腐病は、梅雨末期まで感染しやすいので、降雨量が多い場合
は予防を徹底しましょう。特に昨年多発したほ場では注意が必要です。
カキ角斑落葉病も、昨年多発生したほ場では伝染源が多いと考えられます。７月中旬

頃までが感染時期になりますので予防を徹底しましょう。
果樹カメムシ類のフェロモントラップにおける誘殺数はやや少ない状態が続いていま

すが、予察灯における誘殺数は６月中旬から増加傾向となっています。これからは、ヒ
ノキの球果を餌として成育します。今年のヒノキ球果の着生量は平年並です。球果が餌
として適さなくなると果樹園に飛来しますので、十分注意しましょう。
モモのクワシロカイガラムシの有効積算温度を用いた第２世代ふ化予測日は、名古屋

市が７月１０日、豊橋市が７月１５日、豊田市が７月１６日です。しかし、気温により
ふ化日が前後するため、ほ場で卵のうをよく観察し、ふ化幼虫を確認したら直ちに防除
しましょう。なお、合成ピレスロイド系や有機リン系など土着天敵への影響が大きい薬
剤の連続散布を避け、クワシロカイガラムシのリサージェンスを防ぎましょう。
チャノキイロアザミウマは、平年並の発生となっています。梅雨明け後は急増する時

期ですので、「チャノキイロアザミウマ情報第３号」を参考に、適期防除を心がけまし
ょう。

３ 花き
キク（露地）白さび病の発生量は全体的にやや多い状況です。曇雨天が続き、気温が

低めに推移した場合、発生が多くなりますので注意しましょう。
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普通作物
・ 予報内容

発生量 主な 予報へ
作物名 病害虫名 予報の根拠

(発生時期) 発生地域 の影響

イネ いもち病 やや少ない 全域 ６月の発生量はやや少ない －
（葉いもち） ７月の気温、降水量、日照時間 ±

は平年並

いもち病 やや少ない 全域（早 ６月の葉いもちの発生量はやや －
（穂いもち） 期栽培） 少ない

７月上旬の葉いもちの発生量は －
やや少ないと予測される
７月の気温、降水量、日照時間 ±
は平年並

紋枯病 平年並 全域（早 ６月の発生量は平年並 ±
期栽培） ７月の気温、降水量は平年並 ±

セジロウンカ 平年並 全域 ６月の発生量は平年並 ±
予察灯における誘殺数は平年並 ±

ツマグロヨコ 平年並 全域 ６月の発生量は平年並 ±
バイ 予察灯における誘殺数は平年並 ±

カメムシ類 全域（早 畦畔における６月の発生量は多 ＋多い
期栽培） い

予察灯における誘殺数はやや多 ＋
い

フタオビコヤ 西三河・ ６月の発生量はやや多い ＋やや多い
ガ（イネアオ 東三河 予察灯における誘殺数は平年並 ±
ムシ） 地域

イチモンジセ 平年並 全域 第１世代幼虫の発生量は平年並 ±
セリ（イネツ
トムシ）

・防除対策
〔イネ・カメムシ類〕

防除対策等詳しくは、「斑点米カメムシ情報第１号」を参照してください。
〔イネ・フタオビコヤガ（イネアオムシ）〕

防除対策等詳しくは、「フタオビコヤガ（イネアオムシ）情報第１号」を参照してく
ださい。
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果樹
・予報内容

発生量 主な 予報へ
作物名 病害虫名 予報の根拠

(発生時期) 発生地域 の影響

ウンシュ そうか病 平年並 全域 ６月の発生量は平年並 ±
ウミカン ７月の降水量は平年並 ±

黒点病 平年並 全域 胞子形成量は平年並 ±

ミカンハダニ やや少ない 全域 ６月の発生量はやや少ない －

チャノキイロ 平年並 全域 粘着トラップにおける誘殺数は ±
アザミウマ 平年並

６月のイヌマキにおける発生量 ±
は平年並

ナシ 黒星病 全域 ６月の発生量はやや多い ＋やや多い
７月の降水量は平年並 ±

うどんこ病 全域 ６月の発生量はやや多い ＋やや多い
７月の降水量は平年並 ±

シンクイムシ 平年並 全域 フェロモントラップにおける誘 ±
類 殺数は平年並

ハダニ類 平年並 全域 ６月の発生量は平年並 ±

モモ せん孔細菌病 平年並 全域 ６月の発生量は平年並 ±
７月の降水量は平年並 ±

灰星病 平年並 全域 ４月の花腐れの発生量は平年並 ±
７月の降水量は平年並 ±

シンクイムシ 平年並 全域 フェロモントラップにおける誘 ±
類 殺数は平年並

モモハモグリ やや少ない 全域 ６月の被害葉率はやや少ない －
ガ フェロモントラップにおける誘 ±

殺数は平年並

ハダニ類 全域 ６月の発生量はやや多い ＋やや多い

ブドウ 黒とう病 平年並 全域 ６月の発生量は平年並 ±
７月の降水量は平年並 ±

べと病 平年並 全域 ６月の発生量は平年並 ±
７月の降水量は平年並 ±

チャノキイロ 平年並 全域 粘着トラップにおける誘殺数は ±
アザミウマ 平年並

６月のイヌマキにおける発生量 ±
は平年並

カキ 角斑落葉病 全域 昨秋の発生量はやや多い ＋やや多い
円星落葉病 ７月の降水量は平年並 ±

うどんこ病 全域 ６月の発生量はやや多い ＋やや多い
７月の降水量は平年並 ±

果樹共通 カメムシ類 平年並 全域 予察灯およびフェロモントラッ ±
プにおける誘殺数は平年並
ヒノキの球果量は平年並 ±
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・防除対策
〔ナシ黒星病〕

発病葉や果実は伝染源となるので取り除き、園外へ持ち出す等処分を徹底しましょ
う。ベルクートフロアブルやスコア顆粒水和剤、ナリアＷＤＧなどで防除しましょう。

〔ナシうどんこ病〕
昨年発生のあったほ場や付近で発生が確認されたほ場では、ベルクートフロアブル
やナリアＷＤＧなどで防除しましょう。

〔モモ・ハダニ類〕
気温が高くなると急激に増加するので、早めにスターマイトフロアブル、ダニサラバ

フロアブルやマイトコーネフロアブルなどで防除しましょう。
〔カキ角斑落葉病、カキ円星落葉病〕

発生を確認したほ場や昨年発生したほ場ではラビライト水和剤、ベルクート水和剤や
アミスター１０フロアブルで防除しましょう。

〔カキうどんこ病〕
昨年多発したほ場では、早期落葉を防ぐためラビライト水和剤、ベルクート水和剤やア
ミスター１０フロアブルなどで防除しましょう。

花き
・予報内容

発生量 主な 予報へ
作物名 病害虫名 予報の根拠

(発生時期) 発生地域 の影響

キク 白さび病 全域 ６月の発生量はやや多い ＋やや多い
（露地） ７月の降水量は平年並 ±

アザミウマ類 平年並 全域 ６月の発生量は平年並 ±

・防除対策
〔キク白さび病〕

被害葉は、切除して適切に処理するとともに、ラリー乳剤やストロビーフロアブルな
どで防除しましょう。なお、耐性菌が心配されるため、同系統の薬剤を連用せずローテ
ーション防除を行いましょう。

参考
東海地方 １か月予報（名古屋地方気象台６月２６日発表）

〈予想される向こう１か月の天候〉
東海地方では、平年と同様に曇りや雨の日が多いでしょう。
向こう１か月の気温は平年並の確率４０％です。
週別の気温は、１週目は高い確率６０％、２週目は平年並または低い確率４０％です。

〈向こう１か月の気温、降水量、日照時間の各階級の確率〉
〔気温〕 低い ：３０％ 平年並：４０％ 高い：３０％
〔降水量〕 少ない：３０％ 平年並：４０％ 多い：３０％
〔日照時間〕少ない：３０％ 平年並：４０％ 多い：３０％

〈予想される天候の特徴〉
当地方の向こう１か月は、平年と同様に梅雨前線や気圧の谷の影響で曇りや雨の日が多

いでしょう。（６月２７日～７月２４日の晴れ日数の平年値は約１２日）。

「農薬使用者のみなさんへ」

○ 飛散防止にこれまで以上に留意し、農薬の適正使用に努めましょう。

○ 農薬使用前にはラベルの内容を確認しましょう。

○ 農薬散布後は、防除器具のタンクやホースも、洗いもれがないようにしましょう。

○ 農薬は、安全な場所に鍵をかけて保管しましょう。

○ 農薬の使用状況を帳簿に記載しましょう。

○ 農薬の空容器は、ほ場などに放置せずに適切に処理しましょう。


